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「
立
教
中
学
校
関
係
資
料
研
究
」

舟
橋　

正
真

本
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
研
究
会
を
開
催
し
、「
立

教
中
学
校
教
務
日
誌
」（
以
下
、「
教
務
日
誌
」）
の
検
討
を
中
心

に
研
究
を
進
め
た
。

第
一
に
、
第
二
八
回
研
究
会
で
は
、「
教
務
日
誌
」
一
九
四
九

年
度
分
の
読
み
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
立
教
学
院
の
小
・
中
・
高
・

大
の
「
一
貫
教
育
」
始
動
と
い
う
点
に
着
目
し
、「
教
務
日
誌
」

に
み
る
中
学
校
の
動
向
だ
け
で
な
く
、
学
院
と
各
校
と
の
関
係
に

つ
い
て
も
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
際
、
学
院
や
中
学
校
の
沿
革
史

の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
す
で
に
検
討
済
み
の
「
週
会
記
録
」

（
職
員
会
議
録
）
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
日
誌
に
史
料
批

判
を
加
え
た
。
今
後
も
立
教
学
院
の
な
か
の
中
学
校
の
位
置
、
各

校
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
た
い
。

第
二
に
、
先
述
以
外
の
研
究
会
で
は
、
総
じ
て
本
誌
『
立
教
学

院
史
研
究
』
に
掲
載
予
定
の
「
教
務
日
誌
」
の
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
な
か
で
は
、
解
題
の
内
容
、
史
料
の
掲
載
範
囲
、
個
人
情

報
、
注
記
の
内
容
、
教
職
員
一
覧
表
の
作
成
、
写
真
資
料
の
選
定

な
ど
種
々
議
論
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
年
度
は
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
は
「
教
務

日
誌
」
一
九
四
一
年
度
分
を
掲
載
し
、
残
り
の
年
度
は
次
年
度
に

検
討
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
解
題
や
注
記
な
ど
は
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
（
セ
ン
タ
ー
員
）
に
よ
る
分
担
執
筆
と
し
、

全
体
の
編
集
は
事
務
局
（
筆
者
）
が
担
当
し
た
。

以
上
の
成
果
に
つ
い
て
は
、「〈
史
料
紹
介
〉
戦
時
下
の
立
教
中

学
校
『
教
務
日
誌
』（
一
）
―
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
度
―
」

と
題
し
、
本
号
に
掲
載
し
た
。
な
お
、「
教
務
日
誌
」
の
掲
載
に

あ
た
っ
て
は
、
同
日
誌
を
所
蔵
す
る
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学

校
お
よ
び
同
校
史
料
室
担
当
の
原
真
也
先
生
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
年
度
開
催
の
研
究
会
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
六
回
研
究
会
（
四
月
二
四
日
）

第
二
七
回
研
究
会
（
五
月
二
九
日
）

第
二
八
回
研
究
会
（
六
月
一
九
日
）

第
二
九
回
研
究
会
（
七
月
三
一
日
）　
　
　

第
三
〇
回
研
究
会
（
九
月
二
二
日
）

第
三
一
回
研
究
会
（
一
一
月
一
六
日
）

こ
の
ほ
か
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
の
旧

制
・
新
制
資
料
群
の
調
査
、
お
よ
び
海
城
中
学
・
高
等
学
校
所
蔵

資
料
や
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
の
調
査
な
ど
を
進
め

て
い
る
。

次
年
度
以
降
も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
推
進
し
、
立
教
学
院

一
五
〇
年
史
の
編
纂
に
向
け
た
調
査
・
研
究
に
努
め
た
い
。


